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食育推進課 

 

みんなで挑戦！ 

「あいち食育いきいき検定２０１２」が始まりました！ 

 

愛知県では、県民の皆さんに食に関する知識や

関心を深めていただくため、インターネットを利

用した食育検定「あいち食育いきいき検定2012」

を実施しています。 

 

◇検定の内容 

食育に関する20問の問題に、3つの選択肢か

ら解答し、8割以上正解すると「合格」となり

ます。もちろん、受検料は無料です。 

栄養バランス、あいちの特産物など、幅広い分野から毎回違った問題が出題され、詳

しい解説や得点分析も表示され、楽しみながら食育の知識を深めることができます。 

 

◇受検コース 

「子どもコース」と「一般コース」から選択できます。 

（子どもコースは、小学５年～中学生程度を対象とした内容です） 

 

◇実施期間 

【サマーチャレンジ】平成24年6月19日（火）～ 9月9日（日） 

【オータムチャレンジ】   9月19日（水）～12月9日（日） 

 【ウインターチャレンジ】  12月19日（水）～翌年3月9日（土） 

 

◇今年度の特徴 

⇒スマートフォンでの受検が可能 

従来のパソコンだけでなく、スマートフォンでも受検が可能になり、手軽に受検

できるようになりました。 

⇒新規問題を追加 

県民の方が食育に関し楽しんで知識を身につけられるように、食卓の話題になる

ような各コース50問の問題を新たに追加しました。 

⇒合格証の発送、満点（100点）合格者を「食育ネットあいち」に掲載 

合格者のうち希望者には「合格証」を発行します（送料は合格者負担）。 

さらに満点合格者のうち希望者には「食育ネットあいち」で氏名等（またはハン

ドルネーム）を掲載します。 

◇受検方法・・・ 

愛知県の食育ウェブサイト「食育ネットあいち」にアクセスし、 

        （あいち食育いきいき検定）のボタンより、検定案内ページにお進みください。 

（ 食育ネットあいちURL→ http://www.pref.aichi.jp/shokuiku/shokuikunet/ ） 

情 報 サ ロ ン 

（いずれも初日は午前９時より、

最終日は午後５時まで） 

Q1 

夏が旬の野菜を表しているのは、次のとれでし

ょうか。 

①きゅうり、ほうれんそう、すいか 

②ふき、レタス、ぶどう 

③トマト、とうもろこし、もも 

例えばこんな問題が出ます。※答えは下に 

※答え：③ 



地域トピックス
新城設楽農林水産事務所

豊根村でブルーベリー摘み取りはいかがですか

置豊根村は、愛知県、長野県、静岡県の県境に位

し、また愛知県最高峰の茶臼山 の山麓（ ｍ）1,415

に広がる自然豊かな景勝地で、近年、茶臼山高原

の を始めとして、多くの観光客の方々が豊根芝桜

村を訪れています。

豊根村では昭和 年から、ブルーベリーがまだ６０

一般化していない頃に栽培を始めました。当初は

果実自体があまり知られていないため、売上は伸

び悩んでいましたが、テレビ等で取り上げられる

ようになり、平成 年度から販売も軌道に乗ってきました。７

このため、平成 年からは豊根村と愛知東農協が一体となって、耕作放棄地への植栽の１０

ための苗代・土壌改良の資材代の一部補助など、ブルーベリーの産地化に向け「ブルーベリ

ーの里」づくりを開始しました。

生産農家は 。栽培面積 。収穫した果実のうち毎年３ｔ程度を愛知東農協でジャム３０戸 ３ ha
に加工され、 ｇ入りビン詰約 本が県内で販売されています。270 15,000

一方で、平成 年からは一般の方を対象とした摘み取り体験も始めました。開園当初は１６

来園者も少なかったのですが、作付面積や摘み取り園農家の増加とともに来園者も年を追う

毎に増加してきました。

農家は高原の爽やかな環境の中で、農薬を使わずに栽培することに徹していますので、安

全・安心なブルーベリーを食べ放題で楽しめます。

豊根村内 つの農園で摘み取り体験ができます。お早めにご予約ください。９

（ご予約は、下記お問合せ先で農家を紹介していただけます ）。

是非一度、心身のリフレッシュに豊根村に足を運んでみてはいかがですか。

◎ 開園期間：７月～８月

◎ 摘み取り体験農園場所：村内９か所の農園

◎ 入園料：１名 １ ０００円 食べ放題,
☆ 小学生以下＝５００円 ３歳以下（保護者同伴）＝無料

お持ち帰り（別料金） ― ご自身で摘み取ってください ―

１ｋｇ：２ ０００円 ・ １ パック： ３５０円,

【お問合せ先】

豊根村観光協会 豊根村役場経済土木課

電話 ０５３６－８７－２５２５ 電話 ０５３６－８５－１３１１

午前 ８：３０～午後５：１５ 午前 ８：３０～午後５：１５ 平日のみ



東 日 本 情 報

東京事務所

「最近のアンテナショップ」

いわゆる「アンテナショップ」とは、企業や自治体が消費者の反応を探り、情報を発信

するために大都市に開設する店舗のことです。地方自治体が都内にアンテナショップを開

設し始めたのは約２０年前からで、本格的に注目を集めたのは、１９９４年に沖縄県が開

設した「銀座わしたショップ」まで歴史を遡ることができます。現在では、各自治体が競

うかのように出店しており、その数は、本グループ調べによると都内で、４７店（３５都

道府県 、新・まちからむらから館などの全国範囲のものが３店、その他市町村などのシ）

ョップもあります。出店形式も多様化しており、その地方の名物料理を味わうことのでき

、 、るレストランなどを併設したものや コンビニエンスストアーの中にコーナーがあるもの

築地市場の場外市場にあるなど多種多様です。そのなかで、特徴的な３つのアンテナショ

ップについて紹介します。

①自治体と大学の連携によるアンテナショップ

東京神田にある、自治体と大学の連携によるアンテナショップ 「なごみま鮮果」は開

店から６年を迎えます。

ここは、明治大学商学部の学生と三浦市との連携で、東

京神田の空き店舗事業を活用して三浦市のアンテナショッ

プとして開設したものです。学生が地域において果たす役

割と地域が学生を育てる役割を期待し、学生自身が店舗を

運営することによってマーケティングを実践するものであ

り、同時に三浦市にとっては、市の「シティ・セールス・

プロモーション」に一役買っているとのことです。

②民営のアンテナショップ

昨年の東日本情報でもお伝えし

た、東京・有楽町の交通会館（東京

都千代田区）に大阪の「浪花のええ

」 、もん うまいもん 大阪百貨店 は

民間企業（レストランやホテルなど

を展開する総合プロデュース業「カ

トープレジャーグループ （東京都」

渋谷区）傘下の株式会社ケー・エ

キスプレス）発のアンテナショップ、平成２３年７月２８日（なにわの日）にオープンし

。 。ました 東京で大阪物産品をこれだけ本格的に扱う店舗は初めてではないかと思われます

大阪百貨店の店舗

なごみま鮮果の店舗



③食品業者のアンテナショップ

「東京おかしランド」

自治体絡みのアンテナショップが目につきますが、最近、食品業界でも、アンテナショ

ップを出店する動きが、本格化してきています。

今年４月１４日（土）に東京駅の八重洲地下中央口にも 「東京おかしランド」と銘打、

って (株)グリコ 森永製菓(株) (株)、 、 、

カルビーの菓子業界大手の３社一堂に

会してのアンテナショップを開設しま

した。店舗名もそれぞれ「ぐりこ・や

Ｋｉｔｃｈｅｎ 「森永のおかしなお」、

かし屋さん 「Ｃａｌｂｅｅ 」と馴」、 +
染みやすいネーミングで多くのお客さ

んを集めていました。各店共通して言

えることは、店内で作りたてのお菓子

を食べられることと、アンテナショッ

プ限定の商品を購入することができる

ことだそうです。

「カルビー(株)の取組」

その中のカルビー(株)伊藤秀二代表取締役社長兼ＣＯＯが、先日、６月８日(金)、東京

ビッグサイトで開催された２０１２国際食品工業展（ＦＯＯＭＡ）の会場内で行われた講

演の中でも、アンテナショップのことにも触れられました。

その概要は「カルビーのこれから」と題した話の中で 「コストリタクション(削減）と、

、 。 、イノベーションを基本に 継続的成長と高収益体質をめざします 具体的な活動としては

お台場、東京駅、原宿、千歳空港の４

カ所に、直営のアンテナショップを開

店させました。厨房で製造する過程を

見学しながら、揚げたて「ポテトチッ

プス 「ポテりこ」他が、アンテナシ」、

、ョップで購入できるということで連日

長蛇の列ができています。はじめは、

ＰＲのつもりで出店しましたが、それ

自体でも利益を出すようになり、ひと

つのビジネスモデルとして確立しつつ

。」 、あります と予想以上の反響に今後も

各都市に同じようなアンテナショップ

を開設していくとのことでした。

このような動きを今後とも注視し、農業分野での情報発信、消費者の反応把握の効率的

な手法、さらには６次産業化へ向けてのヒントなどの情報提供に努めたいと思います。

社長講演の様子

「Ｃａｌｂｅｅ+」「東京おかしランド」内の



食育推進課 

          

平成２３年の地方卸売市場における青果物・花きの流通について 

 

１ 県内地方卸売市場の平成２３年（１～１２月）の取扱状況 

青果物の取扱状況及び生育状況 

○ 単価と取扱量 

  ２３年は低温や台風の影響などにより、取扱数量は平年 

 をかなり下回ったが、単価はやや上回った。 

東日本大震災の影響で、外食やイベント等の自粛があり、 

業務筋の需要が低下し、野菜全般の単価が落ち込んだ。 

５月は台風等の影響による入荷減により単価は平年並みとなった。６～８月の入荷量は少

なく、単価高。９月は台風及び低温の影響で入荷減、単価高となった。１０月は中旬から好

天で入荷増、単価減。１２月は葉菜類の入荷減により、単価高となった。 

 

○ 生育・産地状況 

年明け以降、低温、干ばつが続き、露地野菜を中心に生育が遅れ、出荷物は小玉傾向が続

いた。ＧＷ明けからはまとまった降雨と気温の上昇により生育が回復するも、５月下旬から

６月上中旬には天候不順、低温により野菜全般の生育が遅れた。 

７月上旬に梅雨明けし、高温となったが、朝夕は低温であり果菜類は着色不足や小玉傾向。

８月は盆前までの降雨が多く、その後高温だった。結果曇天の影響で果菜類に着色不足が見

られた。９月は２度の台風と下旬の低温により、生育遅れや入荷の遅れ、品質の低下がみら

れた。１０月中旬からは気温の高い日が続き、生育が回復した。１１月は好天と適度な降雨

があったが、１２月は低温、干ばつの影響で露地の葉菜類を中心に生育が遅れた。 

 

 

（２）花きの取扱状況 

○ 単価と取扱量 

景気低迷の影響に伴う需要量の減少等により、取扱数量は平年をかなり下回ったが、 

単価はわずかに上回った。 

 景気低迷に加え、東日本大震災による自粛ムードにより、３月下旬～４月にかけて単価の 

低迷があった。輸入切り花についても、２２年に比較して、数量は同程度であるが、金額は    

減少している。 

 

○ 生育・産地状況 

花き全体として、景気低迷の影響により、生産者数の減少傾向は続いている。また、近年、

キャベツやトマト類の単価が安定しており、花と野菜の複合経営の生産者が経営を野菜にシ

フトする傾向が見られる。 

重油高騰の影響は、特に加温温度が高い観葉植物の全般、ばら、きく及び洋らんの一部に

大きいと考えられる。夏期は２２年のような高温ではなかったため、高温を原因とする生育

障害（きくや一部の鉢花）等はあまり無かったと考えられる。 

『変動の幅を表す用語』 

○ 並 み ： ±２％未満 
 ○ わずか ： ±２％台 
 ○ や や ： ±３～５％台 
 ○ かなり ： ±６～１５％台
 ○ 大 幅 ： ±１６％以上

西日本情報 



２ 県内地方卸売市場における取扱実績 

平成２３年（１～１２月）の取扱実績 

品目 
年次 
 （対比）

取扱数量 
（トン、千本、千鉢）

取扱金額 
（百万円）

単 価 
（円／㎏、円／本又は鉢）

平年(18～22) ２７２，８９６ ５４，３８１ １９９ 
２２ ２４９，３２５ ５４，２６４ ２１８ 
２３ ２４０，８００ ４９，５６３ ２０６ 青 果 

 前年比 
平年比 

９６．６％ 
８８．２％ 

９１．３％ 
９１．１％ 

９４．６％ 
１０３．３％ 

平年(18～22) ３８６，３２３ ３０，０７８ ７８ 
２２ ３３５，７１８ ２７，１６９ ８１ 
２３ ３３５，０９９ ２６，６３２ ７９ 花 き 
 前年比  

平年比 
９９．８％ 
８６．７％ 

９８．０％ 
８８．５％ 

９８．２％ 
１０２．１％ 

 



フラワーページ

東京事務所

花き流通情報連絡協議会の活動について

花き流通情報連絡協議会（以下「花き協」という ）は、花きの生産及び流。

通に関する情報収集とその交換を行い、花き生産振興を推進するために、在京

都道府県、農業団体を会員として組織され、また、都内の７卸売会社を賛助会

員として運営しています。主に花き協では、年５回の生産・販売状況等につい

ての情報交換会や講習会、花き消費拡大イベント、視察研修会等を行っていま

す。

■情報交換会

物日の前月に開催され、例年４月（母の日需要 、７月（盆需要 、８月） ）

（ ）、 （ 、 ）、 （ ）９月彼岸需要 １１月 クリスマス 年末需要 ２月 ３月彼岸需要

に行われます。会員県からは、産地情報が提供され、卸売会社からは、販

売状況や国内産と輸入品との比較など産地に向け、厳しい意見が出されま

す。

■講習会

昨年度は （株）大田花きの磯村社長、

から「今年の花き業界を占う」と題して

講演会がありました。

■花き消費拡大イベント

東京ビッグサイトでの第５０回実りの

フェスティバル東日本大震災復興支援コ

ーナーにて、トルコギキョウ、ストッ

ク花束の配布とチャリティ募金を行い

花きのＰＲを行いました。

■視察研修会

、 、 、毎年 幅広く花き生産技術 生産出荷

販売についての情報収集、知見を得るた

めに視察研修会を行っています。今年度

は６月に行われ、２カ所の研究施設を訪

れました。北海道立総合研究機構花・野

菜技術センターでは、デルフィニウムの

花落ちと地中熱交換システムでの適応性

の研究、ホクレン農業総合研究所では、

スターチスシヌアータの品種開発やトル

コギキョウの品種比較試験等を視察し、

花き生産についての研修が行われまし

た。

。今後も花き協を通じて様々な産地情報を提供して行きたいと思います

情報交換会の様子

ホクレン農業研究所ののスターチス

品種開発ほの様子



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用 』につきましては、下記の基準で記載しております。語

ずか ：±２％台以内わ
や や ：±３～５％台
なり ：±６～15％台か
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：アールスメロン）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 うち愛知産

２５８０ ５１６ ６００ ５００ 静岡 （５０％）２３年実績
(２０％) 熊本 （２０％）

高知 （８％）
２４００ － ６００ －２４年見通し

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

県内の主な産地は豊橋、ＪＡひまわり。 全国的に作付面積は減少傾向にある。品種
生育は今のところ順調。台風４号の被害は は産地ごとに様々であり、大きな変化は見ら
静岡では大きかったが、県内はさほどない れない。嗜好の変化はない。
。昨年より小玉なのでサイズはＭ、Ｌが増 販売促進の為には、まずは食べたもらうよ
加する傾向。入荷量は年々減少傾向にある うに商品の状態の表示（かため、やわらかめ
。価格の変化は小さい見込み。 等）やＰＲの強化等、販売方法の工夫をする
入荷量はかなり前年を下回り、価格は平 べき。産地には気温や日照に注意してもらい

年並みの見込み。 たい。

○ 東京都中央卸売市場（とうがん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 うち愛知産

７２１ ２１１ １９４ 神奈川（３０％）２３年実績 １５３
(２９％) 静岡 （１７％）

茨城 （１２％）
７３０ － １５０ －２４年見通し

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

沖縄産が現況昨年よりの残量があるが、 ここ数年、需要増加のためには、料理方法
まもなく終了。愛知、神奈川、静岡などが の提案などを量販店等で積極的に行っている
出荷の中心となる。 こともあり一般家庭での認知度も向上してい
本県産の出荷開始は６月上旬で、本格的 るように思えるがさらに、サラダでの消費等

な出荷は６月中旬から、ハウスもののピー の提案が必要である。
クは６月下旬にあり、露地もののピークは 毎年のことだが、出荷時における若採りと
８月お盆前と予想される。現況、玉のでき 表皮の粗毛除去を励行し、形や色を揃えるな
ている物につては生育は順調で、台風４号 ど高品質の保持に努めて欲しい。
の影響は８月出荷以降のものに出るとの予 また、何と言っても、安定的な出荷をお願
想あり。 いしたい。
全体の入荷量は前年をわずかに上回り、

価格は前年並の見込み。



名古屋・東京市場における青果物の７月の見通し

６月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ３２，９４６ 191 210 220 長野 26%
２０年 ３４，７５７ 203 193 159 愛知 12%
２１年 ３０，８９６ 194 211 199 北海道 11%
２２年 ３０，５７７ 221 236 232 群馬 9%
２３年 ２９，７９２ 230 222 210

５ ヵ年平均 ３１，７９４ － － －

２４年見通し ２９，６００ － － －

１９年 ２，２０８ 64 87 82 青森 44%
２０年 ２，１３９ 70 62 59 北海道 42%
２１年 １，９８２ 86 83 81 岐阜 11%
２２年 １，６６４ 80 105 90 長野 3%
２３年 １，６８８ 94 98 99

５ ヵ年平均 １，９３６ 78 86 81

２４年見通し １，８００ 80 80 80

１９年 １，９５１ 120 112 114 青森 54%
２０年 ２，０２５ 164 107 74 北海道 44%
２１年 １，７２１ 135 149 159 中国 1%
２２年 １，５２６ 199 201 208 茨城 1%
２３年 １，７８５ 141 110 107

５ ヵ年平均 １，８０２ 150 133 128

２４年見通し １，６００ 200 160 110

に
　
ん
　
じ
　
ん

１１５
１１３
１４８
２０３
１１７

１３６

　産地は青森、北海道中心。両生産地とも
に低温及び雪の残りの影響を受け、生育が
２週間ほど例年より遅れている。７月下旬
に向けて入荷量は増加し、下旬は前年を上
回る入荷がある見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は青森、北海道中心。両産地ともに
低温及び雪の残りの影響を受け、作業が遅
れている。６月中旬から走りが出始め、7月
上旬より本格的に入荷する見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

　産地は長野、愛知中心。葉菜類が多く入
荷の見込み。キャベツ、きゅうり、だいこ
ん、トマトの新規農家が増加。トマトの需
要が増加。低温の影響で入荷量が少なく価
格が上昇するものがある。
 入荷量は前年並みで、価格は前年をわずか
に下回る見込み。

１５０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２０８

２１４
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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名

　　　　区分
実績
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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菜
　
計

２０８
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２１９
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６月２３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １２３，４９９ 206 234 247 長野 14%
２０年 １３２，４２２ 229 199 180 群馬 14%
２１年 １２６，２１３ 216 222 220 茨城 12%
２２年 １２２，７０４ 226 245 242 青森 9%
２３年 １１８，６８８ 250 237 228 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 １２４，７０５ － － －

２４年見通し １１９，０００ － － －

１９年 ９，４１５ 67 89 81 北海道 48%
２０年 ９，７７４ 72 58 65 青森 44%
２１年 ９，２２６ 87 74 74 岩手 4%
２２年 ８，７９９ 81 103 86 群馬 2%
２３年 ８，２１２ 95 89 95 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ９，０８５ 80 82 80

２４年見通し ８，５００ 85 90 95

１９年 ７，３００ 106 101 111 青森 51%
２０年 ７，２１２ 149 104 87 千葉 23%
２１年 ５，９０９ 118 140 152 北海道 20%
２２年 ５，５１４ 170 184 189 中国 3%
２３年 ６，１４５ 118 104 112 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ６，４１６ 131 124 127

２４年見通し ５，５００ 135 135 135

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２３０
２０２
２１９
２３７
２３８

だ
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ん

７９
６５
７８
９０
９３

８０

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２２５

２３５
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　群馬、長野の高冷地と東北産地からの入
荷が本格化する時期となる。
　各品目とも春先からの低温の影響を受け
遅れ気味だったものも回復傾向にあるが、
たまねぎ等一部で入荷減が予想されてい
る。入荷量は少なかった前年並で、価格に
ついても前年並の見込み。

１３５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森に加えて、北海道が本格出荷する。
北海道は播種期の天候不順の影響等から遅
れ気味の傾向も回復しつつある。青森は現
況、天候変動に伴う入荷不安定状態も解消
され平年並の出荷が期待できる。入荷量は
少なかった前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。
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１２８

　千葉に加えて、青森、北海道からの入荷
が増える。青森は寒さの影響から平年より
３週間遅れの定植であるが遅れを取り戻し
つつある。しかし入荷開始は遅れる。北海
道も同様の傾向。千葉も少ない。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ２，６１２ 63 70 85 長野 93%
２０年 ２，２３４ 97 69 68 群馬 7%
２１年 １，８１０ 59 72 74 茨城 0%
２２年 １，９５６ 51 72 70 愛知 0%
２３年 １，９１９ 67 57 60

５ ヵ年平均 ２，１０６ 68 68 72

２４年見通し １，９００ 60 60 60

１９年 ３，８９４ 92 112 107 群馬 47%
２０年 ３，９７８ 79 68 68 長野 32%
２１年 ３，８５３ 71 68 67 茨城 12%
２２年 ３，７９２ 77 100 91
２３年 ４，０９６ 117 101 75

５ ヵ年平均 ３，９２３ 88 90 81

２４年見通し ３，９００ 90 90 80

１９年 ２６８ 650 717 719 岐阜 85%
２０年 ２４８ 627 584 533 長野 5%
２１年 ２７４ 520 572 622 群馬 5%
２２年 ２０２ 636 771 777 愛知 2%
２３年 １９３ 684 695 689

５ ヵ年平均 ２３７ 618 661 663

２４年見通し ２３０ 530 665 665

５７１
７１９
６８７

６４６

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

６２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岐阜高山中心。他産地としては、
長野、群馬、北海道があるが、出荷量に大
きな差がある。雨や高温、台風などの影響
により品質にばらつきが見られる。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　産地は群馬、長野中心。群馬は生育良好
で長野は生育が遅れている。６月の出荷が
遅れた分が７月に入ってくる。群馬は７月
中旬に出荷ピークを迎え、その後の販売は
厳しくなってくる見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野中心。残りは群馬がほとん
ど。両産地ともに作柄は良好で、大玉傾向
にある。夏場は漬物等の加工品が増加する
見込み
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
上回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ６，６４４ 50 58 73 長野 85%
２０年 ６，３２２ 85 49 49 群馬 11%
２１年 ５，７５９ 47 53 59 茨城 3%
２２年 ６，０２４ 49 64 65 北海道 1%
２３年 ６，００５ 64 56 56 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ６，１５１ 59 56 60

２４年見通し ６，０００ 55 55 55

１９年 １５，２８４ 74 96 93 群馬 62%
２０年 １５，１５９ 65 60 60 岩手 13%
２１年 １６，６２８ 66 61 61 茨城 7%
２２年 １７，７６０ 69 91 91 長野 5%
２３年 １４，１３０ 106 98 76 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １５，７９２ 76 81 76

２４年見通し １５，０００ 70 80 90

１９年 １，０４９ 543 677 640 栃木 29%
２０年 １，１８９ 463 474 513 茨城 25%
２１年 １，２４６ 488 514 497 群馬 15%
２２年 ９４６ 547 725 728 岩手 13%
２３年 ９１０ 548 565 667 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １，０６８ 518 591 609

２４年見通し ９６０ 510 560 610

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　群馬、岩手からの入荷が中心となる。主
力の群馬は作付増もあり生育環境も良好で
推移している。岩手も春先の播種、定植遅
れも取り戻し生育は概ね順調。７月にはい
ると生産者も出揃う。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年をかなり下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からの入荷が中心に群馬も入荷す
る。両産地とも春先等の寒さの影響で遅れ
も心配されたが、解消し生育状態は順調で
潤沢な出荷が見込まれる。しかし、安値が
続くと、出荷調整も想定される。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をや
や下回る見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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 前年及び本年の

５６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岩手と関東高冷地からの入荷が中心とな
る。各産地とも、現況。一時的な低温で少
なめの入荷量で推移しているものの、回復
傾向にあり順調な出荷が期待できる。
　入荷量は、前年をやや上回り、価格は前
年やや下回る見込み。
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品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ７６０ 352 513 473 愛知 30%
２０年 ８６５ 359 391 376 大分 17%
２１年 ８９７ 390 385 379 茨城 10%
２２年 ８４３ 392 486 434 北海道 7%
２３年 ７４６ 374 415 389

５ ヵ年平均 ８２２ 374 436 409

２４年見通し ８００ 380 400 420

１９年 ２，２０９ 115 153 242 長野 100%
２０年 ２，２５５ 118 115 90 愛知 0%
２１年 ２，１１１ 86 117 118 静岡 0%
２２年 ２，１０８ 118 123 186 0 0%
２３年 ２，２７５ 121 113 109

５ ヵ年平均 ２，１９２ 112 124 148

２４年見通し ２，２００ 120 110 100

１９年 １，４３４ 311 338 322 長野 52%
２０年 １，６１４ 236 200 153 北海道 10%
２１年 １，２８７ 207 245 255 埼玉 9%
２２年 １，５４０ 266 263 191 岩手 8%
２３年 １，３５９ 318 291 283

５ ヵ年平均 １，４４７ 268 266 237

２４年見通し １，４００ 280 260 200

４４０
３７５

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

３２２
１９５
２３５
２３６
２９６

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野、北海道中心。東北、北海道
からの入荷が増える見込み。長野産は夏秋
タイプの増量見込み。愛知産は７月上旬で
終了。消費拡大時期なので、荷動きが良く
なる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

２５５

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野のみ。準高冷地で、６月中旬
から入荷量は減少し、南佐久地域がピーク
を迎える。生育は順調であり、Ｌ玉中心の
出荷の見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１７０
１０６
１０８
１４４
１０６

１２７

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知中心。他には大分、茨城、北
海道が主な産地である見込み。愛知は例年
並みの入荷量がある。大分、茨城も順調な
入荷が続いている。北海道も生育良好であ
り、例年並みの入荷量がある見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をやや上回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ４，０３１ 277 349 321 茨城 64%
２０年 ４，３４８ 292 250 219 千葉 14%
２１年 ４，１３２ 360 356 306 中国 8%
２２年 ３，９０２ 312 403 307 埼玉 6%
２３年 ３，９９３ 259 272 251 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ４，０８１ 300 326 281

２４年見通し ４，０００ 30 280 260

１９年 ８，２４２ 107 145 236 長野 86%
２０年 ８，９８２ 106 104 92 群馬 10%
２１年 ９，０１６ 89 110 111 岩手 2%
２２年 ８，４９５ 110 128 189 茨城 1%
２３年 ９，５０１ 110 102 96 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ８，８４７ 104 118 145

２４年見通し ９，５００ 130 120 110

１９年 ７，０８５ 336 301 290 福島 40%
２０年 ８，４６８ 227 162 126 岩手 14%
２１年 ７，８０５ 193 221 226 秋田 10%
２２年 ８，１３５ 240 216 171 埼玉 7%
２３年 ７，８３２ 321 233 257 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ７，８７５ 263 227 214

２４年見通し ８，０００ 220 200 180

品
目
名

３３８
３３７
２６０

３００  前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城からの入荷が中心となる。茨城は
５、６月の低温で伸びを欠いていたものの
ここにきて回復し生育は順調である。千葉
は生育遅れ、病害の発生も見られず生育は
順調。
　入荷量は前年並が込まれ、価格は安かっ
た前年をかなり上回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１６４
１００
１０４
１４５
１０３

１２２  前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からの入荷が中心となる。長野の生
育は気象変動が影響が大きく、作型間での
生育にばらつきが見られるものの概ね順
調、群馬も低温による影響で遅れていたが
回復し概ね順調。
　入荷量は前年並みで、価格は安かった前
年をかなり上回る見込み。

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　福島を始め、岩手、秋田、宮城等、東北
産地からの入荷が中心になる。
　東北産全般に、昨年の震災被害による作
付減も解消され、生育状況も概ね順調であ
る。入荷量は前年をやや上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

２２９

　　　　区分
実績
と見通し
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（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ９７０ 258 286 427 愛知 30%
２０年 １，１１９ 305 228 183 山梨 17%
２１年 １，０３５ 197 249 252 群馬 14%
２２年 １，０２５ 305 336 289 徳島 9%
２３年 １，０８１ 327 309 319

５ ヵ年平均 １，０４６ 279 281 291

２４年見通し １，０５０ 305 320 290

１９年 １，４６５ 252 315 321 岐阜 32%
２０年 １，５４０ 238 263 204 愛知 28%
２１年 １，４８６ 245 283 296 北海道 16%
２２年 １，５１８ 248 265 335 三重 5%
２３年 １，３４２ 327 359 360

５ ヵ年平均 １，４７０ 260 295 301

２４年見通し １，４００ 280 320 300

１９年 ２８５ 533 562 570 北海道 44%
２０年 ２８５ 495 502 427 愛知 27%
２１年 ３００ 484 503 567 茨城 7%
２２年 ３３４ 495 553 581
２３年 ２９２ 78 756 745

５ ヵ年平均 ２９９ 419 575 579

２４年見通し ２８０ 500 550 580

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道、愛知が中心。北海道は生
育順調だが、気温、天候が不安定のため、
今後不安がある。愛知産の入荷量は徐々に
減少していく見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

ミ
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ト

５５６
４７１
５２０
５４４
７１５

５６１

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知中心。岐阜が７月から入荷量
増加の見込み。今後夏秋ものに移行してい
く。入荷量は平年並みか。小玉傾向であ
り、２４～２８玉のＭ中心。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。
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ト

２９７
２３２
２７６
２８５
３４８

２８６

 前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、山梨、徳島が中心。冬春も
のが終了し、夏秋ものが始まる。冬春もの
の産地は愛知、熊本。夏秋ものは岐阜、関
東の一部が中心で、若干遅れ気味。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並みの見込み。
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※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ３，９９０ 283 438 380 群馬 25%
２０年 ５，５９６ 351 227 163 栃木 25%
２１年 ４，９５８ 288 283 240 茨城 23%
２２年 ４，８６６ 335 325 250 埼玉 7%
２３年 ４，７１６ 362 282 299 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ４，８２５ 324 311 266

２４年見通し ４，５５０ 360 330 300

１９年 ７，８１８ 232 299 288 青森 19%
２０年 ９，４２４ 257 240 197 栃木 12%
２１年 ８，２３４ 254 289 307 茨城 9%
２２年 ８，２９２ 245 268 328 福島 8%
２３年 ８，００２ 331 320 371 （愛知産比率 5%)

５ ヵ年平均 ８，３５４ 264 283 298

２４年見通し ７，９００ 290 280 270

１９年 １，０４６ 478 511 540 茨城 22%
２０年 １，２００ 501 492 395 福島 18%
２１年 １，１６６ 462 473 536 岩手 11%
２２年 １，１７６ 461 483 582 愛知 10%
２３年 １，０４０ 720 689 674 （愛知産比率 10%)

５ ヵ年平均 １，１２６ 524 530 545

２４年見通し １，０８０ 600 600 600

な
　
　
　
　
す

３６２
２３９
２６６
２９７
３１２

２９１  前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　西南暖地が切り上がり、関東産地が入荷
の中心となる。群馬では台風４号の降雨と
それ以降の天候不順の影響で露地ものを中
心に少なめの出荷となる。栃木も同様の傾
向。入荷量は前年をやや下回る見込みで、
価格は前月をかなり上回る見込み。
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ト

２７３
２２８
２８５
２８２
３４０

２８０  前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北産地の入荷が本格化してくる。青森
は春先の生育遅れが回復傾向にあるが少な
めの出荷予想。福島や関東産地も遅れがみ
られるが回復傾向で今後の天候次第である
が前年並の出荷が見込まれる。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
高値の前年を大幅に下回る見込み
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ト
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４５４
４９２
５１１
６９５

５２９  前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　福島、岩手の東北産地からの入荷が増え
てくる。東北産地の生育は春先からの低温
の影響がまだ若干残っておりなかなか本格
化してこない。本県産は平年並の出荷とな
るが中旬になると減少。
　入荷量は少なかった前年をやや上回り、
価格は前年をかなり下回る見込み

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ４６０ 269 364 486 茨城 46%
２０年 ６０３ 362 302 213 岩手 28%
２１年 ５０７ 301 286 310 北海道 9%
２２年 ５０４ 263 414 371 高知 7%
２３年 ４２６ 466 442 483 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５００ 330 357 361

２４年見通し ５００ 300 350 320

１９年 ２，０３８ 86 98 106 静岡 36%
２０年 １，９０４ 147 141 106 長崎 29%
２１年 １，４３９ 170 204 199 愛知 18%
２２年 １，５５６ 201 204 154 青森 7%
２３年 １，６６２ 118 90 97 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １，７２０ 141 143 129

２４年見通し １，６００ 100 100 100

１９年 ４，３７９ 69 71 69 兵庫 67%
２０年 ５，３８４ 62 64 52 愛知 28%
２１年 ４，１９３ 98 110 90 佐賀 3%
２２年 ４，００４ 96 86 94 岐阜 1%
２３年 ３，４１２ 63 64 67

５ ヵ年平均 ４，２７４ 77 79 73

２４年見通し ３，５００ 100 100 100

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は兵庫中心。７月の２週目より入荷
量が増加する見込み。小玉傾向で、Ｌ中心
の出荷。２Ｌは少ない見込み。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年を大幅に上回る見込み。
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ぎ

６９
５９
９７
９２
６４

７５

 前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、静岡中心。九州から北へ産
地は移行していく。静岡はＭ、Ｓの小玉中
心の傾向。青森、北海道は低温のため生育
が遅れている。青森は７月中旬、北海道は
７月中旬～下旬より入荷が増加見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並みの見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

９８
１３０
１９１
１８５
１０１

１３７

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は茨城、岩手中心。岩手の北部は前
年より低温であり、生育に遅れが生じてい
る。７月に入ると岩手の生育は回復してく
る見込み。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３５９
２９０
２９９
３４１
４５０

３４２
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ２，１６０ 215 328 518 茨城 63%
２０年 ２，４６８ 239 200 154 岩手 21%
２１年 ２，１０４ 278 236 281 福島 6%
２２年 ２，０５６ 233 398 349 青森 5%
２３年 １，７８１ 441 362 422 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ２，１１４ 281 305 345

２４年見通し １，８５０ 270 330 300

１９年 ６，０２１ 81 86 93 茨城 23%
２０年 ５，２５４ 146 133 112 静岡 22%
２１年 ４，９７６ 167 189 197 長崎 20%
２２年 ５，８５８ 183 185 156 千葉 18%
２３年 ５，７４１ 119 97 90 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５，５７０ 139 138 130

２４年見通し ５，７５０ 100 100 100

１９年 ９，９２８ 74 74 83 佐賀 42%
２０年 １０，１２２ 81 78 71 兵庫 21%
２１年 ８，９０３ 104 114 121 香川 13%
２２年 ９，２５３ 104 103 114 群馬 6%
２３年 ８，７２８ 71 66 68 （愛知産比率 3%)

５ ヵ年平均 ９，３８７ 87 87 91

２４年見通し ７，９００ 120 120 120

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３３６
２２７
２６６
３２０
４０９

３０６  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、岩手からの入荷が中心となる。茨
城は生育順調であるが、ここまでの安値基
調により切り上がりが早まる見込み。東北
各県は葉たばこからの転作も見られ前年を
上回る出荷が見込まれる。
　入荷量は少なかった前年をやや上回り、
価格は前年を大幅に下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

８６
１３２
１８４
１７４
１０２

１３５  前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心に、静岡、長
崎からの入荷となる。静岡は作柄順調で品
質も良好、千葉は当初の遅れも回復し平年
並となる。長崎は下旬に減少。
　入荷量は前年並が見込まれる、価格は安
値であった前年並と厳しい販売状況が見込
まれる。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

７７
７７

１１３
１０８
６８

８８  前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　佐賀、兵庫、香川の入荷が中心となる。
ほとんどが貯蔵となるが、兵庫は若干減の
予想、主力の佐賀は不作傾向で小玉発生が
多くなっており少なめの出荷となる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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※「その他メロン」は「アールス」以外のメロンをいう。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １３，２１５ 341 339 319 フィリピン 20%
２０年 １２，０３５ 350 360 334 愛知 16%
２１年 １１，６７５ 331 328 321 青森 7%
２２年 １１，７９３ 349 335 328 山梨 7%
２３年 １０，４１０ 380 371 348

５ ヵ年平均 １１，８２６ － － －

２４年見通し １１，０００ － － －

１９年 ３３１ 591 539 516 愛知 43%
２０年 ３０９ 628 625 584 静岡 41%
２１年 ３０６ 604 541 510 高知 12%
２２年 ３０８ 651 601 501 0 0%
２３年 ２５２ 797 719 651

５ ヵ年平均 ３０１ 648 600 548

２４年見通し ２４０ 650 600 500

１９年 ２，９６６ 125 115 132 愛知 26%
２０年 ２，７６２ 138 160 204 石川 26%
２１年 ２，８２３ 133 132 142 長野 19%
２２年 ３，０７９ 167 149 162 山形 10%
２３年 ２，５４８ 209 212 182

５ ヵ年平均 ２，８３６ 153 152 164

２４年見通し ２，８００ 160 160 160

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

３３３
３４７
３２６
３３６
３６４

３４１  前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、青森、山梨中心。低温、燃
料費の高騰の影響が大きい。経費の高いも
のは入荷量が少なくなる見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

ア
　
ー

　
ル
　
ス
　
メ
　
ロ
　
ン

５５１
６１４
５５３
５８２
６７７

５９２  前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、静岡が中心。生育は昨年と
比べ悪い。昨年よりもＭ，Ｌ等の小玉傾
向。
　入荷量は前年をやや下回り、単価は前年
をかなり下回る見込み。

す
　
　
い
　
　
か

１２５
１７２
１３７
１５７
１９６

１５６  前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、石川、長野中心。石川産が
増加してくる見込み。全国的に生育は遅れ
気味。これにより出荷にも遅れが生じる見
込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ４１，４８８ 359 345 291 山梨 16%
２０年 ４２，９３５ 360 346 323 山形 13%
２１年 ４３，９７９ 331 332 309 フィリピン 10%
２２年 ４３，１８７ 356 352 314 千葉 9%
２３年 ３７，１１８ 400 400 345 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 ４１，７４１ － － －

２４年見通し ３７，０００ － － －

１９年 ８６６ 620 542 580 静岡 56%
２０年 ７７２ 624 683 745 千葉 16%
２１年 ７５０ 639 576 538 高知 9%
２２年 ７４６ 690 603 492 茨城 5%
２３年 ６０６ 749 770 680 （愛知産比率 5%)

５ ヵ年平均 ７４８ 660 627 604

２４年見通し ５５０ 800 750 700

１９年 １３，８９５ 131 125 125 千葉 21%
２０年 １４，２２４ 150 168 198 山形 20%
２１年 １４，６５３ 145 156 157 新潟 12%
２２年 １５，４６７ 176 166 174 神奈川 11%
２３年 １２，０９２ 215 250 188 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 １４，０６６ 162 171 168

２４年見通し １２，５００ 180 205 155

 前年及び本年の

１８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、茨城に加え、後半山形からの入荷
が本格化する。千葉の生育は順調で、７月
上まで出荷ピーク。山形も低温による定植
遅れで４～５日の生育遅れであるがその後
の生育・肥大は順調で下旬に本格入荷予
定。入荷量は前年をやや上回り、価格は前
年をかなり下回ると見込まれる。

す
　
　
い
　
　
か

１２７
１７５
１５３
１７３
２１７

１６８

 前年及び本年の

７５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　重油の高騰の影響で生産面積の減少が続
いている。入荷の６割を占める静岡は、順
調な生育で玉の肥大も良好。千葉はやや生
育が遅れているものの順調で２Ｌ中心の傾
向である。
　入荷量は前年をかなり下回るものの、価
格は平年並みと見込まれる。

ア
　
ー

　
ル
　
ス
　
メ
　
ロ
　
ン

５８２
６７３
５９０
６０３
７４１

６３２

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　すいか類、もも、メロン類中心に入荷す
る。ももは山梨中心に入荷。春先の天候不
順により生育が遅れたが、回復。すいかも
定植が遅れて進んだが、回復し順調。露地
メロンはいずれも平年より数日遅れている
が、肥大、品質内容は上々ある。入荷量、
価格ともに前年並みの見込み。

果
　
　
実
　
　
計

３２９
３４２
３２３
３３８
３８０

３４１  前年及び本年の

３８０

品
目
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　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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切　花　・　鉢　花　の　７　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　６月２８日現在）

１９年 ３，０９０ ３６
実 ２０年 ２，８４１ ３９

２１年 ２，９８２ ３４
績 ２２年 １，８８２ ６６

２３年 ２，０２４ ５３

２，５６４ ４３

２，１５０ ５０

概
　
要

１９年 ２，４０９ ２３
実 ２０年 ２，７９１ ２０

２１年 ２，９２４ ２０
績 ２２年 １，７５８ ４０

２３年 １，８４３ ３２

２，３４５ ２５

２，０００ ３０

概
　
要

１９年 １，１６０ ４１
実 ２０年 １，１７２ ３６

２１年 １，１０６ ３７
績 ２２年 １，１８３ ３９

２３年 １，２６０ ３１

１，１７６ ３７

１，３００ ３１

概
　
要

１９年 １８２ ５７
実 ２０年 １５９ ６０

２１年 １８４ ５２
績 ２２年 １０４ ６９

２３年 １１１ ７０

１４８ ６０

１２０ ６０

概
　
要

２４年見通し

　長野、北海道、福島から入荷。ここ数年の流れから入荷はあまり多くなく、業務中心の
動きで価格は安定。品種はアルタイル中心。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　愛知、長野、埼玉、兵庫、奈良等から入荷。春先のから続く低温傾向で、丈が短く、ボ
リュームのない物も多いが、順次揃いもよくなり、長野産も後半から増えてくる。昨年と
比べ涼しい環境で前進傾向が強くなると後半は厳しい展開も予想される。

５ヶ年平均

２４年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　長野、北海道等から入荷。これまでの日照不足や低温により10日程遅れがあるが回復
し、これから7月上旬から中旬にかけての一番花のピークを迎える。今年は昨年よりも出
荷を前寄りにしているため、7月の一番花のピークは和らぐものの新盆需要はあまり大き
くなく、価格的には苦しい展開が予想される。

５ヶ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、長野、三重等から入荷。遅れていた夏系の品種へ切り替わる。春先からの低温で
ボリューム不足であった白扇の品質も向上し、長野産も本格的に出荷となり、量的にも増
加してくる。6月は品種の切り替えが上手いかず低迷した分、新盆需要に期待したい。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２４年見通し

５ヶ年平均

２４年見通し

単位：千本、円／本
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１９年 ５１６ １３３
実 ２０年 ４８４ １１７

２１年 ４６２ １２４
績 ２２年 ４２５ １４３

２３年 ４６８ １２５

４７１ １２８

４９０ １２５

概
　
要

１９年 ３５８ ９４
実 ２０年 ３６２ ８３

２１年 ３７２ ７７
績 ２２年 ３５４ ８６

２３年 ３７５ ８５

３６４ ８５

３９５ ８５

概
　
要

１９年 ９０８ ５０
実 ２０年 １，０２１ ３９

２１年 １，０２４ ４４
績 ２２年 ８５８ ４６

２３年 ８１０ ４４

９２４ ４５

９００ ４４

概
　
要

１９年 １，３５４ ４５
実 ２０年 １，５５４ ４３

２１年 １，３０８ ４３
績 ２２年 １，７５１ ４０

２３年 １，７３３ ４３

１，５４０ ４３

１，７５０ ４３

概
　
要

２４年見通し

　愛知、静岡、岐阜等から入荷。新芽も固まり、栽培物、山取り物が増加する。新盆需要
も多少見込まれるが、総体では価格はあまり期待できない。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２４年見通し

　愛知、静岡、鹿児島等に加え、輸入物が入荷。6月に引き続き、厳しい状況が予想され
る。気温が高くなって、品質により格差がはっきりして、全体的にはもちあい基調で取引
されると予想される。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

２４年見通し

　新潟、岐阜中心にＬＡ、オリエンタルは順調に入荷。数量は暖地の出荷が前半も残り、
販売は苦しい。中旬以降は数量は減少するが、厳しい販売が予想される。鉄砲は愛媛、兵
庫、長野から入荷。業務需要の動き次第でこちらも厳しい販売となろう。

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２４年見通し

　愛知、岐阜、和歌山、山形、青森中心に入荷。三重が株休みの為、出荷がなくなり、出
荷量は減少。夜冷も徐々に始まり、品質の体系は変化する。

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　６月１３日現在）

１９年 ２９，９１８ １，２５０

実 ２０年 ２７，０６０ １，２０１

２１年 ２９，５２０ １，０３２

績 ２２年 ３２，５７０ １，０１１

２３年 ２４，９７１ １，０３４

２８，８０８ １，１０５

２４，０００ １，０３０

概
　
要

１９年 ２９，２７９ ３，５０６

実 ２０年 ２８，７３１ ３，０９１

２１年 ２８，６８９ ２，９６８

績 ２２年 ３０，１３１ ２，８１９

２３年 ２２，８６２ ３，３２６

２７，９３８ ３，１３３

２５，０００ ３，３００

概
　
要

１９年 ４，１５８ １１４

実 ２０年 ９，２８２ ９５

２１年 １０，０２６ １０８

績 ２２年 １１，９２９ ９７

２３年 １１，２０１ ６９

９，３１９ ９４

１１，０００ ７０

概
　
要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量はやや増加か。大輪系は増加、小中輪系は横ばいか。中元シーズンに入ってくる
ので、単価面では期待。但し、夏場に向けて、生産者各位、出荷時の開花状況に留意して
ツボミ多めの出荷を依頼していく。
　昨年７月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知県（５８．２％）、２位
静岡県（６．８％）、３位山梨県（６．６％）となっている

５ヶ年平均

２４年見通し

バ

ラ

及

び

ミ

ニ

バ

ラ

　気温の上昇に伴い、入荷量は減少か。
この時期は、他の夏物商材におされる為、単価面では厳しそう。
　昨年７月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位岐阜県（５０．９％）、２位
山口県（２０．３％）、３位愛媛県（１６．２％）となっている

フ
　
ァ

　
レ
　
ノ
　
プ
　
シ
　
ス

品
目

ア
　
ン
　
ス
　
リ
　
ウ
　
ム

　入荷量は平年並みか。７～８号、１０号鉢の引き合いは昨年より増加する見込みである
が、４号鉢は昨年同様、厳しそう。
　昨年７月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知県（９９．２％）、２位
三重県（０．４％）、３位滋賀県（０．３％）となっている

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２４年見通し

５ヶ年平均

２４年見通し

単位：鉢、円／鉢
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１９年 ４，１５９ １，３１４

実 ２０年 ３，０５４ ９４４

２１年 １，９２９ １，１５７

績 ２２年 １，７５６ １，２３８

２３年 ２，０１５ ８９８

２，５８３ １，１２８

１，７００ １，２００

概
　
要

１９年 ２７，２１０ ２９７

実 ２０年 １９，４４３ ２４９

２１年 １４，６８８ ２８６

績 ２２年 １４，６４２ ２５６

２３年 １３，３２５ ２６７

１７，８６２ ２７３

１３，０００ ２６０

概
　
要

１９年 ５５，８９４ ６９６

実 ２０年 ５２，４０９ ５７２

２１年 ３６，７０４ ５４４

績 ２２年 ３４，９７８ ５６５

２３年 ２９，９７５ ６９６

４１，９９２ ６１７

２９，０００ ６５０

概
　
要

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２４年見通し

　入荷量は、作付減少に伴い減少か。
単価面では、３号～４号サイズは例年並み、５号鉢以上は花の本数と関係なく厳しそう。
　昨年７月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位三重県（５２．０％）、２位
愛知県（４０．７％）、３位岐阜県（５．７％）となっている

２４年見通し

　生産減少の為、入荷量はやや減少か。
単価面では厳しい予想。出荷面では春より物が良くなってくる為、良品に期待。但し気候
が良いので満開に注意して頂きたい。
　昨年７月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知県（４３．５％）、２位
長崎県（２０．３％）、３位山梨県（１８．７％）となっている

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格

２４年見通し

　入荷量は昨年より減少か。コンシンネ、ユッカ、マッサンが中心となる。３号～７号が
メインの入荷となり、大きいサイズの入荷は減少か。
　昨年７月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知県（７３．９％）、２位
沖縄県（１０．０％）、３位岐阜県（５．４％）となっている

ド
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類

５ヶ年平均
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５ヶ年平均

単位：鉢、円／鉢
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１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 89,880 105.9 8,295,055 113.1 92 106.9 361,375 84 32,493,231 86 90 103.5

トマト 406 249.2 143,462 266.5 353 106.9 1,407 175 496,267 188 353 107.7

たまねぎ 31,118 97.8 1,254,409 82.0 40 83.8 125,297 68 4,348,292 49 35 71.3

にんにく 1,765 124.5 206,603 59.6 117 47.9 6,791 98 736,740 45 108 46.0

ねぎ 4,324 105.0 642,538 189.2 149 180.1 17,671 82 2,173,557 119 123 144.6

ブロッコリー 4,975 160.0 757,001 136.1 152 85.1 18,114 142 2,679,654 117 148 82.8

結球キャベツ 6,282 144.7 282,815 195.1 45 134.8 24,318 119 876,378 127 36 107.0

にんじん・かぶ 9,365 98.4 508,434 105.0 54 106.7 17,671 44 1,394,480 70 79 157.8

ごぼう 4,652 129.7 302,813 72.2 65 55.6 16,468 91 899,145 48 55 52.2

えんどう 288 163.0 112,709 265.1 392 162.6 1,239 143 470,519 203 380 142.1

アスパラガス 1,603 150.3 698,273 132.1 436 87.9 9,554 125 3,952,092 110 414 88.1

まつたけ - - - - - - - - - - - -

しいたけ 302 84.3 79,973 87.9 264 104.2 2,156 81 747,533 110 347 135.3

かぼちゃ 14,150 72.4 905,067 79.4 64 109.7 72,537 80 4,434,741 82 61 102.3

果実（生鮮・乾燥） 184,589 90.4 22,323,864 91.7 121 101.5 642,222 77 68,702,009 76 107 98.6

バナナ 95,851 92.4 6,831,762 90.4 71 97.8 348,775 77 21,817,542 74 63 95.7

パイナップル 14,169 112.2 861,520 117.3 61 104.6 50,389 86 2,901,861 86 58 100.4

レモン 2,705 64.5 282,073 65.5 104 101.5 15,430 83 1,702,320 86 110 103.2

オレンジ 15,885 104.4 1,569,640 108.9 99 104.3 52,959 90 4,953,344 89 94 99.2

グレープフルーツ 16,576 63.0 1,584,299 65.9 96 104.6 73,702 70 6,895,462 71 94 101.0

メロン 3,239 73.8 352,970 77.4 109 104.9 8,288 49 986,644 56 119 112.7

ぶどう 4,233 163.6 651,652 164.0 154 100.2 9,030 112 1,860,223 137 206 122.9

キウイ 8,346 65.1 2,947,896 72.5 353 111.4 9,499 36 3,163,290 39 333 105.6

いちご 2 235.0 1,505 172.2 640 73.3 60 377 43,393 341 718 90.6

切花（生鮮・乾燥） 2,905 105.5 2,346,451 111.4 808 105.6 15,048 93 11,255,568 95 748 102.7

鳥獣肉類 131,151 77.6 57,547,718 76.6 439 98.7 569,048 74 247,060,485 74 434 99.1

牛肉（くず肉含む） 37,270 77.5 16,685,811 82.3 448 106.2 152,016 72 63,335,949 71 417 99.8

豚肉（くず肉含む） 53,606 74.9 28,190,259 75.1 526 100.2 251,718 76 132,126,288 76 525 100.1

鶏肉 31,580 78.6 7,028,735 63.4 223 80.6 137,978 75 34,583,411 72 251 95.4

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 182,150 112.5 108,312,952 124.9 595 111.0 624,240 88 347,562,813 91 557 102.8

まぐろ類 17,380 110.9 16,041,468 106.1 923 95.6 73,341 89 65,980,695 87 900 97.3

さば・さんま・あじ・いわし 6,397 115.9 1,231,108 121.8 192 105.1 41,178 117 7,404,684 122 180 104.0

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 199 101.7 114,220 276.9 575 271.8 1,998 19 1,046,958 31 524 165.1

うんしゅうみかん 2 - 1,880 - 764 - 113 79 66,693 74 589 93.1

りんご 181 169.9 91,369 310.4 505 181.7 1,741 17 769,134 26 442 150.2

なし 2 - 728 - 470 - 10 48 4,690 54 464 112.6

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） ‐ - 215,428 123.8 - - - - 812,554 86 - -

緑茶 183 84.7 427,098 103.5 2,332 122.2 677 73 1,513,159 87 2,234 119.6

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

４ 月 ま で の 累 計

（２０１２年）

品 名
４ 月

主要農林水産物の輸出入実績



関 連 指 数 
 

 

全  国 平成22年＝100 
消費者物価指数 

愛知県 平成22年＝100 

 
農業物価指数 （平成17年＝100） 

 
項 目 

 

年 月 総 
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生鮮 

野菜 
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果物 
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魚介

類 

 
項 目

 

年 月 農産物

総 合

米 

 

野 菜

 

果 実

 

畜産物

 

22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

 
 
 

 

 

 22年平均 101.9 93.9 115.0 119.4 99.8

23年12月 99.4 90.6 98.9 99.5 101.1 23年12月 102.3 99.3 109.9 135.2 99.4

24年 1月 99.6 106.3 113.5 99.9 103.2 24年 1月 109.2 99.9 131.8 140.2 97.5

2月 99.8 107.1 118.7 99.7 101.4 2月 111.7 99.4 137.4 143.5 97.9

3月 100.3 108.2 117.9 99.7 101.8 3月 114.8 97.4 145.2 130.8 97.7

全

 

国

 

4月 100.4 105.5 104.5 99.1 101.9 4月 108.9 97.7 116.8 127.6 98.1

22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0  

23年12月 99.3 92.3 98.6 100.0 103.1 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

24年 1月 99.3 103.7 117.4 100.5 104.0  

     2月 99.8 106.8 123.6 101.3 102.2

    3月 100.5 107.4 123.8 100.3 101.9

愛

知

県

 

4月 100.6 106.4 107.3 102.0 103.2

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 
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品目 

単位 

 

年 月 

 ５kg １kg 100g 1kg 

22年平均 2,236 158 172 603 419 313 142 314 203 510 615 201 447 

23年12月 2,053 118 128 565 401 286 113 356 224 687 665 183 447 

24年 1月 2,058 211 152 705 625 280 150 302 216 721 651 182 531 

2月 2,066 235 183 653 686 293 166 312 209 740 655 186 546 

3月 2,039 210 247 743 696 310 207 345 226 752 754 162 558 

4月 2,048 186 276 691 494 359 232 436 228 530 762 161 602 
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品目 

単位 

 

年 月 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

22年平均 604 312 382 143 254 682 603 162 166 326 223 752 479 

23年12月 466 291 400 176 219 732 532 151 167 322 224 733 409 

24年 1月 575 295 366 189 227 701 547 156 159 306 230 752 408 

     2月 645 293 381 195 217 821 536 161 168 322 231 763 399 

     3月 747 281 376 180 224 849 544 168 181 333 220 805 415 

4月 ― 247 351 142 216 903 554 153 179 315 230 830 404 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいち農産物生産流通レポート №469

平成２４年７月発行 

農林水産部食育推進課 

〒460-8501 
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いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


